
高専（本科・専攻科）が育成する到達レベル
 

到達レベル 

1 2 3 4 5 6 技術者が備えるべき能⼒
解 適 価 創

高専（本科 専攻科）が育成する到達レベル

技術者が備える き能⼒
知識・記憶

レベル 
理解

レベル 
適用

レベル 
分析

レベル 
評価

レベル 
創造

レベル 

技術者が分野共通で備えるべき基礎的能⼒ 
Ⅰ 数学 K K K A S SⅠ 数学 K K K A S S
Ⅱ 自然科学 K K K A S S 
Ⅲ 人文・社会科学 K K K A S S 
Ⅳ 工学基礎 K K K A S SⅣ 工学基礎 K K K A S S
技術者が備えるべき分野別の専⾨的能⼒ 
Ⅴ 分野別の専門工学 K K K K A S 
Ⅵ 分野別の工学実験・実習能力 K K K K A SⅥ 分野別の工学実験・実習能力 K K K K A S
Ⅶ 専門的能力の実質化 K K K K A S 
技術者が備えるべき分野横断的能⼒ 
Ⅷ 汎用的技能 K K K A S SⅧ 汎用的技能 K K K A S S
Ⅸ 態度・志向性（人間力） K K K A S S 
Ⅹ 総合的な学習経験と創造的思

考力
K K K A S S 

K:本科レベル、 A：専攻科レベル、
S：企業等での管理者・技術士等の獲得を目指す上級レベル

考力
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到達レベル（アウトカムズ）の例

到達レベル
１ ２ ３ ４ ５ ６

到達レベル（アウトカムズ）の例

１ ２ ３ ４ ５ ６

備 え る べ き
能力

知識・記憶
レベル

理解レベル 適用レベル 分析レベル 評価レベル 創造レベル

ある課題や
情報に自ら

自らの専門
学分野の

自らの専門
学分野の

複雑な問題
の 中 で 課

専門工学の
さ ま ざ ま な

課題に取り
組むために

Ⅴ分野別の

情報に自ら
の専門工学
分野の知識
が 関 係 し て

工学分野の
知 識 に よ る
課題解決プ
ロセスや重

工学分野の
課題を解決
するために、
専門工学分

の 中 で 、 課
題解決に関
連 す る 自 ら
の専門工学

さ ま ざ ま な
知識を融合
し て 課 題 に
取 り 組 む こ

組むために
必要な専門
工 学 の 知
識 や 判 断Ⅴ分野別の

専門工学
が 関 係 し て
いることを認
識できる(K)

ロセスや重
要な概念を
説 明 で き る
(K)

専門工学分
野の知識を
使うことがで
きる(K)

の専門工学
分野の原則
を理解し、知
識 を 適 用 で
きる(K)

取 り 組 む こ
とができ、知
識の社会へ
の影響を考
慮できる

識 や 判 断
の妥当性を
評価して実
験計画等を
再構築でききる(K) 慮できる

(A）
再構築でき
る (S)

1 知識・記憶レベル：思い出すことができる（認識する、関連のある知識を思い起こす）
2 理解レベル：重要な概念や方法の意味を理解し 必要に応じて活用できる（解釈する 例証する 要約する2 理解レベル：重要な概念や方法の意味を理解し、必要に応じて活用できる（解釈する、例証する、要約する、

推測する、比較する）
3 適用レベル：応用的な事例や問題の解決に知識・理論・情報を利用できる（遂行する、実践する）
4 分析レベル：複雑な課題に対して、要素がどう関連しあっているか識別、焦点化、組織化（統合・要点の整理・

構造化）できる 原因を考えられる構造化）できる。原因を考えられる。
5 評価レベル：基準や規範に基づいて判断できる（調整する、発見する、観察する、検証する、批評・判断する）
6 創造レベル：全体を組織化するために要素を新たに組み立てる。要素を新たに再組織化できる（生み出す、計

画・設計する、作り出す） 14



他の国際基準との対応他の国際基準との対応
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モデル：先進事例の例示モデル：先進事例の例示

既刊 ： 準備号 No １～４既刊 ： 準備号、No.１ ４

16



学習内容と到達目標のポイント学習内容と到達目標のポイント

○○分野としての到達目標○○分野としての到達目標
（科目ではない）

学習内容 学習内容の到達目標
専攻科までの
到達目標 ○

印

■原子の電子
配置と周期律

主量子数、方位量子数、磁気量子数について説明できる
原子殻、電子軌道、電子軌道の形を説明できる

一般科目、専門、どちらで到達させても
ＯＫ！ＯＫ！

（科目、時間数、教育方法は各高専で設定）
17



学習学生が到達目標に達するために学習学生が到達目標に達するために

18



到達目標の達成

■主役：

学生学生

到達目標の達成

地域
社会

学生学生
■脇役（ステークホルダー）：

教員／技術者／地域
(社会)

教員／技術者／地域
■両者の関係性

教育（・戦略／・社会的責任／・
広 ガバ

学生学生

広報／・ガバナンス／・チームワー
ク／・コミュニケーション）

技術者教員

学生学生
技術者
(産業界)

教員
(学校) ( )( )

19



到達目標の達成

教育（学生と教員とのチームワーク、コミュニケーション）

到達目標の達成

・学生の資格：学ぶ能力、学ぼうとする意欲

・教員の資格：相手を動かす指導力、教えようとする意欲、知識
（主たる教科目とその境界領域）、学生に学問の
価値を伝える能力、・・・

何をどこまで到達したか

学生 教員
(＋技術者＋技術者)(＋技術者＋技術者)

20



技術者としての質保証

専門能力の実質

化

技術者としての質保証

5

6
化

数学実験実習能力
MCC A高専の教育

2

3

4

自然科学分野別専門能力

0

1

人文社会創造的思考力

工学基礎

汎用的技能

態度志向性

汎用的技能

21



技術者としての質保証技術者としての質保証

 採用するなら・・・A or B

エントリーシート A

 採用するなら A or B

◆◆大卒なら、採用？
エントリ シ ト A
ロバートロバート ○○大学 卒業

□□大学大学院 修了□□大学大学院 修了

６段階中のレベル６

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

エントリーシート B
ヘンリヘンリ 土木 能力 ６ 創造レベル

６段階中のレベル６
（大学院卒：レベル５）

ヘンリーヘンリー 土木 能力：６ 創造レベル

専門工学の知識や判断の妥当
性を評価できる性を評価できる

22



技術者としての質保証技術者としての質保証

ヘンリーヘンリー（２７歳）
エンジニア 資格：○○エンジニア 資格：○○

・基礎 能力：４ 分析レベル

・・・・

・土木系 能力：６ 創造レベル

専門工学の知識や判断の妥当専門工学の知識や判断の妥当
性を評価できる

・分野横断力：５ 評価レベル

・・・・

１８段階中のレベル１５段階中
（大学卒：レベル１０）（大学院

卒：レベル１３）
23



到達目標の達成

「連続性」「連続性」教員

到達目標の達成

「連続性」「連続性」
社会人：伸びる

（教育力、研究力）

技術者・企業
（共同教育 共同研究）

技
術（共同教育、共同研究）

地域・社会
（共同教育 共同研究）

術
者
力（共同教育、共同研究）

技術者として活躍技術者として活躍
する閾値する閾値

力

ラーニング・アウトカム

する閾値する閾値

年齢年齢
15歳 18歳からでは遅い？「傾き」

が小
24



到達目標の達成（導入手順）

ゴ ルゴ ル：：学生学生ががイキイキイキイキとと学学びび 伸伸びるびる“姿”“姿”

到達目標の達成（導入手順）

ゴールゴール：：学生学生ががイキイキイキイキとと学学びび、、伸伸びるびる 姿姿

１ マッチングマッチング：：「モデルコアカリキュラム(試案)」と「現行カリキュラム」１．マッチングマッチング：：「モデルコアカリキュラム(試案)」と「現行カリキュラム」

→ ガバナンス、コンセンサス（教員間、学生と教員）

２．カリキュラム再構築カリキュラム再構築：：学科及び高専の個性／特長
→ 到達目標・評価方法をシラバス記入 産学官連携→ 到達目標 評価方法をシラバス記入、産学官連携

→ 教員・科目連関、教育内容（実験・実習、共同教育）の高度化

３．到達度評価到達度評価：：ラーニングアウトカム、コンピテンシー

→ テスト法（評価法） ポートフォリオ（学生 教員） 見える化→ テスト法（評価法）、ポ トフォリオ（学生、教員）、見える化
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まとめ

高専“高度化”の経緯

まとめ

１．高専“高度化”の経緯
高専とは、“技術者（グローバル人材）”を育成

２．モデルコアカリキュラムとは
主役は、“学生”

３．資質・能力と到達目標
学生が卒業後も伸びる仕掛け イノベーション人材へ学生が卒業後も伸びる仕掛け、イノベーション人材へ
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